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オヒルギのはなし 2021.02.09 

温室にある「タコさんウィンナー」といったら、温室ファンの人ならピンと来ますよね。

オヒルギはマングローブ樹種のひとつで、日本では沖縄や奄美大島で見ることが出来ま

す。マングローブとは、熱帯・亜熱帯の河口汽水域の植物群落のこと。真水と塩水が混ざ

り、普通の植物が生きていけないような環境で森林をつくっている植物の総称です。オヒ

ルギの赤いタコさんウィンナーは、萼（ガク）の部分で、本当の花はその内側で咲いてい

ます。花の美術館の環境下では結実しませんが、自然の環境化では胎生種子で繁殖しま

す。胎生種子というのは、動物が卵ではなくて赤ちゃんを産むようなもの。種が母樹につ

いたままの状態で、発芽・成長し、十分に大きくなってからポトリと落ちて海に漂い繁殖

域を拡げまるのです。カンガルーがお腹の袋で子どもを育てるのに似ていますね。普通の

種を作ったのでは、海水で発芽出来ないし、水底で発芽しても酸素がないため成長出来ま

せん。マングローブを形成する特殊な環境化で繁殖するための進化の仕組みなのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


